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日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所
首
席
研
究
員

小
山　
堅

こ
や
ま
　
け
ん
　

一
九
八
六
年
早
稲
田
大
学
大
学
院
経
済
学
修
士
課
程
修

了
、
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所
入
所
。
二
〇
〇
一
年

英
ダ
ン
デ
ィ
大
学Ph.D.

取
得
。
一
一
年
よ
り
現
職
。
共

著
に
『
ア
ジ
ア
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
』
な
ど
。

エ
ネ
ル
ギ
ー・
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
の

連
立
方
程
式

原
子
力
発
電
所
の
停
止
に
よ
っ
て
、
苦
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
状
況
に
あ
る
日
本
。

新
し
い
政
策
に
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
・
環
境
保
全
・
経
済
的
効
率
性
に
加
え
、

安
全
性
や
マ
ク
ロ
経
済
へ
の
影
響
な
ど
、
多
様
な
要
素
へ
の
目
配
り
が
必
要
だ
。

　

日
本
に
と
っ
て
、
未
曽
有
の
大
災
害
と
な
っ
た
東
日
本
大
震
災
と
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
（
以
下
、
福
島
原
発
事
故
）
は
、
市
民
生
活
・

経
済
活
動
・
国
家
運
営
の
根
幹
で
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
重
要
性
を
改

め
て
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
せ
た
。
原
発
事
故
収
束
に
向
け
た
取

組
み
、
短
期
的
な
電
力
不
足
対
策
問
題
、
中
長
期
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
見
直
し
な
ど
が
喫
緊
の
課
題
と
な
り
、
現
在
も
懸
命
な
取
り
組
み
と

国
民
的
な
議
論
・
検
討
が
続
い
て
い
る
。
し
か
し
、「
３
・
11
」
か
ら
一

年
が
経
過
し
た
現
在
で
も
課
題
は
山
積
し
て
お
り
、
先
行
き
楽
観
視
は

許
さ
れ
な
い
。
本
稿
で
は
、
お
も
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
見
直
し
に
焦
点
を

当
て
、日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
め
ぐ
る
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
述
べ
る
。

綱
渡
り
だ
っ
た
こ
の
一
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給　

　

東
日
本
大
震
災
は
、
日
本
に
未
曾
有
の
人
的
・
社
会
的
・
経
済
的

大
災
害
を
も
た
ら
し
た
。
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
シ
ス
テ
ム
や
イ
ン

フ
ラ
に
も
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
。
そ
の
最
大
の
例
が
、
福
島
原

発
事
故
で
あ
る
。
同
発
電
所
で
は
、
大
震
災
を
経
て
、
全
電
源
を
喪

失
し
、
炉
心
冷
却
機
能
を
失
っ
た
結
果
、
炉
心
溶
融
・
水
素
爆
発
そ

し
て
大
量
の
放
射
性
物
質
の
外
部
環
境
へ
の
放
出
と
い
う
大
惨
事
に

至
っ
た
。
事
故
直
後
か
ら
、
関
係
者
に
よ
る
原
子
炉
冷
却
・
安
定
化

の
た
め
の
懸
命
な
作
業
が
続
き
、
昨
年
一
二
月
に
は
、
政
府
は
「
冷
温

停
止
状
態
」
の
達
成
と
事
態
収
束
に
向
け
た
「
ス
テ
ッ
プ
２
」
の
完
了

を
宣
言
し
た
。
し
か
し
、
廃
炉
も
含
め
た
真
の
安
定
化
・
除
染
・
避

難
者
帰
宅
問
題
な
ど
を
考
慮
す
れ
ば
、
事
態
収
束
に
向
け
た
道
の
り

は
遠
く
、
厳
し
い
。

　

震
災
に
よ
っ
て
被
災
し
た
の
は
原
子
力
発
電
所
だ
け
で
な
く
、
火
力

発
電
所
、
製
油
所
、
液
化
天
然
ガ
ス
（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）
受
け
入
れ
基
地
な
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ど
主
要
施
設
に
大
き
な
被
害
が
発
生
し
た
。
業
界
を
挙
げ
て
の
復

旧
努
力
で
石
油
・
ガ
ス
部
門
は
比
較
的
早
期
に
回
復
に
向
か
っ
た
が
、

大
規
模
電
源
が
脱
落
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
震
災
直
後
か
ら
電
力

不
足
問
題
が
発
生
し
た
。
電
力
需
給
対
策
と
し
て
、
ま
ず
は
節
電

が
最
優
先
さ
れ
、「
計
画
停
電
」
の
実
施
を
経
て
、
昨
年
夏
に
は
第

一
次
石
油
危
機
以
来
の
「
電
力
使
用
制
限
令
」
が
発
動
さ
れ
た
。
一

方
、脱
落
電
源
を
補
う
た
め
、急
遽
、老
朽
化
し
た
発
電
所
も
含
め
、

石
油
・
天
然
ガ
ス
火
力
発
電
の
最
大
限
の
利
用
が
図
ら
れ
た
。
こ
れ

ら
の
対
策
の
結
果
、
昨
夏
は
深
刻
な
大
規
模
停
電
の
発
生
を
回
避

す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
電
力
需
給
問
題
は
依
然
と
し
て
深
刻
な

状
況
が
続
い
て
い
る
。

　

そ
の
最
大
の
原
因
は
、
原
子
力
の
発
電
量
の
低
下
に
歯
止
め
が
か
か

ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
震
災
直
後
に
停
止
し
た
福
島
原
発
等
に
加
え
、

そ
の
後
、
総
理
要
請
を
受
け
て
浜
岡
原
発
が
停
止
、
さ
ら
に
通
常
の
定

期
検
査
入
り
し
た
原
子
力
発
電
所
が
安
全
問
題
へ
の
懸
念
か
ら
再
稼
働

で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
二
〇
一
二
年
三
月
初
め
の
時
点
で
は
、

日
本
の
五
四
基
の
原
子
力
発
電
所
の
う
ち
稼
働
中
は
わ
ず
か
に
二
基
で
、

こ
の
状
況
が
続
け
ば
今
夏
前
に
は
す
べ
て
の
原
子
力
発
電
所
が
停
止
す

る
と
い
う
異
例
の
事
態
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
原
子
力
発
電
が
ゼ
ロ

の
場
合
、
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
夏
場
の

最
大
電
力（
二
〇
一〇
年
度
値
）に
対
し
て
電
力
供
給
能
力
が
七
％
不
足
、

予
備
率
を
五
％
と
置
く
と
、
一
二
％
の
電
力
不
足
と
試
算
さ
れ
る
。

　

こ
の
問
題
は
、
原
子
力
比
率
の
高
い
電
力
会
社
の
供
給
区
域
ほ
ど

影
響
が
大
き
い
が
、
日
本
全
体
で
の
電
力
不
足
問
題
で
あ
り
、
市
民

生
活
や
日
本
経
済
全
体
（
経
済
成
長
・
雇
用
な
ど
）
へ
の
多
大
な
悪

影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
ま
た
、
同
時
に
最
大
限
の
火
力
発
電
利
用
を

進
め
る
こ
と
か
ら
、
発
電
用
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
・
石
油
需
要
が
大
幅
に
増
大
し
、

燃
料
輸
入
費
が
二
〇
一
〇
年
度
対
比
で
三
兆
円
強
増
加
す
る
可
能
性

も
あ
る
。
燃
料
輸
入
費
の
増
大
は
、
国
富
の
流
出
で
あ
り
、
か
つ
電

力
コ
ス
ト
の
増
加
要
因
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
３
・
11
は
、
日
本
の

電
力
安
定
供
給
問
題
に
き
わ
め
て
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
安
定
供
給
確
保
の
重
要
性
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
せ
た
。

抜
本
的
見
直
し
が
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画

　

上
記
の
喫
緊
課
題
と
し
て
の
電
力
需
給
対
策
に
加
え
、
よ
り
重
要

な
の
は
３
・
11
の
影
響
で
、
国
家
戦
略
と
し
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の

抜
本
的
見
直
し
が
不
可
避
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
日
本
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
需
給
状
況
を
見
れ
ば
、
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
で
世
界
五
位
、
石

油
輸
入
三
位
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
輸
入
一
位
と
い
っ
た
世
界
有
数
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
国
・
輸
入
国
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
供
給
構
造
は
、
二
〇
一
〇
年

度
で
、
石
油
の
シ
ェ
ア
が
四
五
％
と
最
大
で
、
以
下
、
石
炭
、
天
然
ガ

ス
と
続
き
、
化
石
燃
料
で
全
体
の
八
四
％
を
占
め
る
。
化
石
燃
料
供
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給
の
ほ
ぼ
す
べ
て
を
輸
入
し
て
い
る
た
め
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給

率
は
原
子
力
を
除
く
と
五
％
、「
準
国
産
」
と
位
置
付
け
る
原
子
力
を

加
え
て
も
一
六
％
と
、
先
進
国
・
主
要
国
の
な
か
で
も
著
し
く
低
位
に

あ
る
。
ま
た
、
最
大
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
、
石
油
に
お
け
る
中
東
依
存
度

は
高
く
、
原
油
輸
入
の
約
九
割
に
達
す
る
。

　

上
記
の
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
構
造
の
特
徴
・
脆
弱
性
を
踏
ま
え
、

二
〇
一
〇
年
六
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」で
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
主
比
率
（
自
給
率
＋
自
主
開
発
輸
入
分
比
率
）
を
現
行

の
三
八
％
か
ら
二
〇
三
〇
年
に
七
〇
％
に
引
き
上
げ
、
同
時
に
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
の
三
〇
％
削
減
を
目
指
す
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
目
標
達
成
の
鍵
を
握
る
の
が
原
子
力
発
電
の
大
幅
な
利
用
拡
大

で
あ
っ
た
。
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
進
め
つ
つ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
構
造
の
電

力
化
を
図
り
、
そ
の
電
力
の
七
割
を
原
子
力
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
供
給
す
る
こ
と
、
特
に
原
子
力
の
発
電
シ
ェ
ア
を
五
割
に
増
加
さ
せ

る
こ
と
が
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
原
子
力
が「
準
国
産
」で
あ
り
、

か
つ
Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
し
な
い
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
、
発
電
シ
ェ
ア
五
割

を
達
成
す
る
た
め
、
原
子
力
に
つ
い
て
は
、
既
存
設
備
を
維
持
し
な
が

ら
新
増
設
で
一
四
基
導
入
し
、
設
備
容
量
を
現
行
の
約
四
九
〇
〇
万
kW

か
ら
二
〇
三
〇
年
に
約
六
八
〇
〇
万
kW
に
拡
大
す
る
と
し
て
い
た
。
ま

た
、
合
わ
せ
て
、
原
子
力
の
設
備
利
用
率
を
九
〇
％
に
ま
で
引
き
上
げ

る
こ
と
も
目
標
と
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、
福
島
原
発
事
故
に
よ
っ
て
、、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」

に
代
表
さ
れ
る
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
抜
本
的
な
見
直
し
が
不

可
避
と
な
っ
た
。
す
で
に
、
福
島
第
一
原
発
一
〜
四
号
機
の
廃
炉
方
針

が
表
明
さ
れ
、原
子
力
発
電
の
安
全
性
に
対
す
る
懸
念
が
高
ま
る
な
か
、

そ
の
他
の
既
存
原
子
力
発
電
所
が
二
〇
三
〇
年
時
点
で
ど
う
な
っ
て
い

る
か
、
新
増
設
の
現
実
的
な
可
能
性
を
ど
う
見
る
か
に
つ
い
て
、
大
き

な
不
確
実
性
が
存
在
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
見
直
し
は
、
内
閣
府
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
会
議
、

経
済
産
業
省
総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
問
題

委
員
会
な
ど
で
同
時
並
行
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
特
に「
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
本
計
画
」
の
見
直
し
を
行
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
問
題
委
員
会
で
は
、

昨
年
一
〇
月
以
降
す
で
に
十
数
回
に
わ
た
っ
て
審
議
を
重
ね
て
き
て
い

る
が
、
二
五
名
の
委
員
の
間
で
は
原
子
力
の
位
置
付
け
を
め
ぐ
る
「
二

項
対
立
」
的
な
見
解
の
相
違
な
ど
が
際
立
っ
て
お
り
、
現
時
点
で
は
、

そ
の
先
行
き
を
読
む
こ
と
は
た
い
へ
ん
難
し
い
。

　

な
お
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
見
直
し
の
一
環
と
し
て
、
電
気
事
業
制
度

改
革
問
題
に
つ
い
て
の
議
論
が
並
行
的
に
実
施
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
も

重
要
で
あ
る
。大
震
災・原
子
力
事
故
を
経
て
、東
京
電
力
の
経
営
悪
化
、

原
子
力
事
故
賠
償
問
題
な
ど
が
複
雑
に
絡
み
合
う
な
か
、
日
本
の
電

力
供
給
体
制
の
効
率
性
・
安
定
供
給
強
化
を
目
指
す
制
度
改
革
論
が

議
論
の
俎
上
に
乗
っ
て
い
る
。
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再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
省
エ
ネ
に
も
光
と
影
が
あ
る

　
「
３
・
11
」
後
の
現
実
を
踏
ま
え
れ
ば
、
現
行
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基

本
計
画
」
が
目
標
と
す
る
原
子
力
発
電
の
能
力
・
発
電
電
力
量
は
達

成
不
可
能
で
あ
る
。
ど
の
程
度
原
子
力
発
電
の
ウ
エ
イ
ト
が
低
下
す

る
か
に
つ
い
て
の
見
方
に
は
大
き
な
幅
が
存
在
す
る
が
、
い
ず
れ
に
せ

よ
、原
子
力
が
目
標
よ
り
低
下
す
る
分
を
ど
の
よ
う
に
代
替
す
べ
き
か
、

代
替
で
き
る
か
が
重
要
な
問
題
と
な
る
。

　

そ
の
観
点
で
最
も
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、
太
陽
光
、
風
力
、
地
熱

な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
ろ
う
。
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り
、

Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
せ
ず
、
関
連
産
業
育
成
効
果
へ
の
期
待
が
高
い
。
ま
た
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、
分
散
型
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
こ
と
は
、
地

域
密
着
型
で
社
会
受
容
性
も
高
い
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
れ
ば
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
よ
り
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
は
望
ま

し
く
、
か
つ
促
進
の
た
め
最
大
限
の
努
力
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

し
か
し
同
時
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
も
課
題
が
存
在
す
る
。
ま

ず
何
よ
り
、
供
給
コ
ス
ト
が
高
い
こ
と
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
が

ゆ
え
の
供
給
不
安
定
性
が
克
服
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
何
ら
か
の
政
策
的
支
援
が
な
け
れ
ば
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
は
進
ま
な
い
た
め
、
大
量
の
導
入
を
図
れ
ば
、
政
策
支
援
コ
ス
ト

の
増
大
に
よ
っ
て
、
電
力
料
金
上
昇
な
ど
経
済
負
担
が
大
き
く
な
る
。

　

日
本
で
も
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
促
進
の
た
め
、本
年
七
月
か
ら「
全

量
買
取
制
度
」
が
導
入
さ
れ
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ( Feed-in T

ariff)

制
度
が
施

行
さ
れ
る
。
し
か
し
、
先
行
す
る
欧
州
の
事
例
を
見
る
と
、
適
切
な
買

取
価
格
の
設
定
は
容
易
で
な
く
、
高
す
ぎ
れ
ば
バ
ブ
ル
的
な
投
資
と
電

力
価
格
上
昇
に
よ
る
消
費
者
の
負
担
増
加
を
招
き
、
低
す
ぎ
れ
ば
導
入

促
進
が
図
れ
な
い
。
そ
の
点
、
ド
イ
ツ
で
、
買
取
価
格
の
頻
繁
な
見
直

し
（
引
き
下
げ
）
を
実
施
し
つ
つ
、
今
年
二
月
に
二
〇
一
三
年
か
ら
太

陽
光
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
廃
止
を
決
定
し
た
点
は
大
い
に
注
目
さ
れ
る
。
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
も
「
光
と
影
」
が
あ
り
、決
し
て
万
能
で
は
な
い
こ
と
、

そ
の
点
に
留
意
し
て
促
進
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
さ
ら
な
る
促
進
に
関
し
て
も
高
い
期
待
が
あ
る
。

も
と
も
と
日
本
が
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
先
進
国
で
あ
る
こ
と
、
昨
夏
の
「
節

電
経
験
」
か
ら
日
本
で
も
ま
だ
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
節
電
を
進
め
る
可
能

性
・
余
地
が
あ
る
と
認
識
さ
れ
た
こ
と
が
そ
の
背
景
で
あ
る
。
そ
の
上
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
輸
入
抑
制
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
に
効

果
が
あ
り
、
日
本
の
先
進
省
エ
ネ
技
術
を
さ
ら
に
高
め
て
い
く
こ
と
へ

の
期
待
も
あ
る
。
し
か
し
、
さ
ら
な
る
促
進
に
課
題
が
あ
る
こ
と
も
事

実
で
あ
る
。
ま
ず
、
昨
夏
の
節
電
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
健
康
被
害
が

出
る
ほ
ど
の
「
我
慢
」
の
節
電
で
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
そ
れ
は

持
続
可
能
で
あ
る
と
は
言
い
が
た
い
。
ま
た
、
現
行
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基

本
計
画
に
お
い
て
、
実
は
す
で
に
相
当
な
省
エ
ネ
を
織
り
込
ん
で
い
る
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こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
二
度
の
石
油
危
機
を
挟
ん
だ
過
去

三
〇
年
余
の
電
力
消
費
原
単
位
の
改
善
率
が
ほ
ぼ
ゼ
ロ
（
横
ば
い
）
で

あ
っ
た
の
に
対
し
、
現
行
基
本
計
画
で
は
二
〇
三
〇
年
ま
で
改
善
率
を

年
一・二
％
と
見
込
ん
で
い
る
。
そ
の
た
め
、
基
本
計
画
で
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
の
導
入
な
ど
、
相
当
な
対
策
が
す
で
に
織
り
込
ま
れ
て
お
り
、
そ
こ

か
ら
さ
ら
に
省
エ
ネ
の
深
掘
り
は
決
し
て
容
易
で
な
い
、
と
い
う
こ
と

を
十
分
に
認
識
し
て
お
く
こ
と
も
重
要
で
あ
ろ
う
。

３
Ｅ
＋
Ｓ
＋
Ｍ
の
連
立
方
程
式

　

期
待
さ
れ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
の
一

定
の
制
約
を
考
え
る
と
、
現
実
的
に
は
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
重
要
な
役

割
を
引
き
続
き
果
た
し
て
い
く
可
能
性
は
非
常
に
高
い
。
な
か
で
も
、

天
然
ガ
ス
は
相
対
的
な
環
境
負
荷
の
低
さ
、
豊
富
な
資
源
量
、
安
定

供
給
性
な
ど
多
く
の
利
点
が
あ
り
、
特
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
天
然
ガ
ス
に
つ
い
て
も
、
い

わ
ゆ
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
「
ア
ジ
ア
プ
レ
ミ
ア
ム
」（
日
本
を
含
め
ア
ジ
ア
向
け
Ｌ

Ｎ
Ｇ
価
格
が
欧
米
、
と
り
わ
け
米
国
市
場
価
格
よ
り
大
幅
に
割
高
で

あ
る
こ
と
）問
題
、よ
り
一
層
の
安
定
供
給
対
策
や
国
内
イ
ン
フ
ラ
整
備
、

北
米
・
ロ
シ
ア
・
豪
州
等
を
視
野
に
入
れ
た
供
給
源
多
様
化
対
策
を
求

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
他
方
、一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
最
大
の
重

要
性
を
持
つ
石
油
は
、利
便
性
の
高
さ
、
輸
送
部
門
に
お
け
る
競
争
力
、

発
達
し
た
国
際
市
場
の
存
在
な
ど
の
利
点
が
引
き
続
き
重
要
で
あ
り
、

中
東
依
存
度
の
高
さ
な
ど
の
課
題
を
踏
ま
え
つ
つ
、
安
定
供
給
の
た
め

の
適
切
な
供
給
チ
ェ
ー
ン
確
保
が
重
要
課
題
と
な
る
。
ま
た
、
大
震
災

の
際
に
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
災
害
時
な
ど
に
は
石
油
は
身
近
な

供
給
拠
点
と
し
て
の
強
み
を
有
し
て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え
た
、
今
後
の

体
制
整
備
が
重
要
で
あ
る
。
石
炭
に
つ
い
て
は
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
な
ど
環

境
負
荷
が
問
題
で
は
あ
る
も
の
の
、
コ
ス
ト
競
争
力
の
高
さ
と
ベ
ー
ス

ロ
ー
ド
電
源
と
し
て
の
重
要
性
か
ら
、
適
切
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く

こ
と
が
他
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
確
保
の
面
で
の
交
渉
力
強
化
の
点
で
も

重
要
で
あ
り
、
ク
リ
ー
ン
コ
ー
ル
技
術
な
ど
先
進
的
な
技
術
開
発
の
促

進
が
求
め
ら
れ
る
。

　

原
子
力
に
つ
い
て
は
、
福
島
事
故
に
つ
い
て
の
真
摯
な
反
省
を
踏
ま

え
、
そ
の
教
訓
を
最
大
限
活
か
し
て
安
全
性
の
徹
底
的
な
強
化
が
何
よ

り
も
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
な
ど
の
国
際
機
関
や
米
仏
な
ど

原
子
力
先
進
国
と
の
連
携
を
深
め
、
国
際
的
な
知
見
・
取
り
組
み
を

積
極
的
に
取
り
込
む
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
原
子
力
安
全
や
管
理
指

導
に
関
す
る
国
の
体
制
を
再
整
備
し
、
責
任
体
制
を
明
確
に
し
て
い
く

こ
と
も
必
須
で
あ
ろ
う
。そ
の
上
で
原
子
力
は
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
の
中
で
の
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。
大
量
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
効
率
的
に
、
経
済
性
を
も
っ
て
供
給
で
き

る
こ
と
、「
準
国
産
」
と
み
な
さ
れ
う
る
こ
と
、
発
電
時
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
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3・11から1年　日本はどう変わったか

が
な
い
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
化
石
燃
料
消
費
抑
制
効
果
か
ら
資
源
国

に
対
す
る
交
渉
力
強
化
の
源
泉
と
な
り
う
る
こ
と
な
ど
を
考
慮
す
る

と
、
原
子
力
が
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
は
今
後
も
日
本
に

と
っ
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

要
す
る
に
、
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
も
利
点
と
と
も
に
課
題
が
あ
り
、

「
万
能
薬
」「
魔
法
の
杖
」
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
は
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
利
点
と
課
題
を
十
分
に
踏
ま
え
、
課
題
解
決
に

取
り
組
み
な
が
ら
す
べ
て
の
オ
プ
シ
ョ
ン
の
最
適
活
用
を
図
る
、
と
い

う
意
味
で
の
「
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
」
追
求
が
重
要
で
あ
る
。
特
に
、
新

た
な
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
の
策
定
に
あ
た
っ
て
も
、
根
本
目
標

と
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
（Energy Security

）、
環
境
保

全
（Environm

ent Protection

）、
経
済
効
率
性
（Econom

ic 
Efficiency

）
の
三
つ
の
「
Ｅ
」
の
同
時
達
成
を
図
る
こ
と
は
不
変
の

重
要
課
題
で
あ
り
、
大
震
災
と
原
子
力
発
電
事
故
を
踏
ま
え
る
と
、

そ
こ
に
、
安
全
性
（Safety

）
と
マ
ク
ロ
経
済
へ
の
影
響
（M

acro 
Econom

y

）
を
加
え
た
、
３
Ｅ
＋
Ｓ+

Ｍ
の
同
時
達
成
を
目
指
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　

先
述
し
た
、
電
気
事
業
制
度
改
革
問
題
に
関
し
て
も
、
究
極
的
に

は
3
Ｅ+

Ｓ+

Ｍ
同
時
達
成
と
い
う
目
標
に
照
ら
し
た
検
討
が
重
要

と
な
ろ
う
。
震
災
後
に
浮
上
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
踏
ま
え
、
よ
り

一
層
の
電
力
市
場
の
効
率
化
と
透
明
性
の
向
上
、
さ
ら
に
消
費
者
／
需

要
家
側
の
選
択
の
自
由
度
拡
大
な
ど
は
真
摯
に
追
求
し
て
い
く
必
要
が

あ
ろ
う
。
し
か
し
同
時
に
、
現
在
が
電
力
供
給
能
力
不
足
の
状
況
に

あ
る
と
の
現
実
認
識
を
踏
ま
え
つ
つ
、
ど
の
よ
う
な
制
度
改
革
が
電
力

安
定
供
給
確
保
と
い
う
最
重
要
課
題
に
最
も
適
切
な
の
か
、
国
際
的

な
視
点
で
の
燃
料
調
達
問
題
な
ど
も
含
め
た
総
合
的
観
点
か
ら
議
論

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
に
は
、
先
行
す
る
欧
米
等

の
事
例
・
教
訓
を
踏
ま
え
つ
つ
、
各
事
例
の
日
本
へ
の
適
用
可
能
性
に

も
踏
み
込
ん
だ
検
討
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

「
ミ
ッ
ク
ス
」
の
対
象
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
だ
け
で
は
な
い

　

こ
う
し
た
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
抜
本
的
・
包
括
的
な
見
直
し

を
進
め
て
い
く
際
、
是
非
と
も
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、

日
本
が
置
か
れ
て
い
る
厳
し
い
内
外
の
客
観
情
勢
で
あ
る
。
日
本
お
よ

び
世
界
全
体
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
を
依
存
す
る
中
東
地
域
に
お
い
て
、

「
ア
ラ
ブ
の
春
」
を
契
機
と
し
た
情
勢
流
動
化
が
続
い
て
い
る
。
ま
た
、

核
開
発
問
題
で
米
欧
あ
る
い
は
周
辺
国
と
の
対
峙
を
強
め
る
イ
ラ
ン
に

関
し
て
は
、
原
油
禁
輸
措
置
、
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
安
全
通
行
問
題
な
ど
が

顕
在
化
し
、
予
断
は
許
さ
れ
な
い
。
原
子
力
発
電
の
低
下
に
よ
っ
て
化

石
燃
料
の
重
要
性
が
高
ま
る
日
本
に
と
っ
て
、
現
下
の
中
東
情
勢
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
に
と
っ
て
大
き
な
リ
ス
ク
要
因
と
も
い
え
る
。

　

ま
た
、
中
長
期
的
に
見
て
も
、
中
国
を
中
心
と
し
た
ア
ジ
ア
新
興
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国
な
ど
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
大
幅
増
大
と
資
源
獲
得
競
争
激
化
の

可
能
性
に
注
意
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
な
ど
も
含
め
、

非
在
来
型
石
油
・
ガ
ス
資
源
の
拡
大
も
あ
り
地
下
資
源
量
の
豊
富
さ

は
安
心
材
料
で
あ
る
も
の
の
、
適
切
・
タ
イ
ム
リ
ー
な
投
資
が
実
施
さ

れ
、
実
際
の
供
給
能
力
と
し
て
実
現
す
る
か
ど
う
か
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
供
給
サ
イ
ド
の
課
題
が
あ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
財
と
し
て
の
戦
略
性

が
高
ま
る
中
で
、
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
は
と
も
す
る
と
国
益
が
ぶ
つ

か
り
合
う
場
と
な
り
、
資
源
国
な
ど
で
は
国
家
が
前
面
に
出
て
く
る
場

合
も
多
い
。
ま
た
、
実
際
の
市
場
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
も
、
国
家
を
代

表
す
る
巨
大
な
国
営
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業
や
、
国
際
石
油
メ
ジ
ャ
ー
の
よ

う
な
巨
大
企
業
が
中
心
的
に
活
躍
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
自
給
率
の
低
い
日
本
は
、
こ
う
し
た
厳
し
い
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
環

境
の
中
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
確
保
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま

た
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
な
ど
の
国
際
交
渉
が
難
航
す
る
地
球
温
暖
家
問
題
で
あ
る

が
、
長
期
的
に
温
暖
化
対
策
・
気
候
変
動
対
策
が
世
界
大
で
必
要
に

な
る
こ
と
は
変
わ
り
な
く
、
日
本
も
温
暖
化
問
題
の
国
際
動
向
を
睨
み

つ
つ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
整
合
的
に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

も
う
一つ
重
要
な
客
観
情
勢
は
、
日
本
を
取
り
巻
く
経
済
情
勢
で
あ

る
。
欧
州
経
済
危
機
の
今
後
の
展
開
も
含
め
、
世
界
経
済
の
先
行
き

に
は
予
断
は
許
さ
れ
な
い
。
そ
の
な
か
で
、
日
本
経
済
も
こ
れ
ま
で
の

経
済
成
長
を
支
え
て
き
た
製
造
業
の
国
際
競
争
力
の
陰
り
、
貿
易
収

支
の
赤
字
転
落
等
、
先
行
き
の
懸
念
材
料
が
浮
上
し
て
い
る
。
大
震
災

か
ら
の
復
興
を
果
た
し
、
厳
し
い
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
と
世
界
経
済・

国
際
競
争
の
な
か
で
、
日
本
が
サ
バ
イ
バ
ル
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性

を
踏
ま
え
た
総
合
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
現
実
を
踏
ま
え
た
、
冷
徹
・
冷
静
で
、
戦
略
的
な

思
考
に
基
づ
い
た
議
論
が
不
可
欠
で
あ
る
。
長
期
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
見
直
し
の
議
論
で
あ
る
た
め
、
将
来
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性

を
取
り
込
み
、
タ
ブ
ー
な
く
幅
広
い
観
点
か
ら
の
議
論
が
必
要
で
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
際
に
も
、
そ
の
議
論
は
客
観
的
・
合

理
的
、
そ
し
て
定
量
的
な
分
析
・
デ
ー
タ
・
情
報
に
し
っ
か
り
と
立
脚

し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
ま
た
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
見

直
し
で
あ
る
以
上
、
日
本
の
固
有
の
事
情
や
国
民
意
識
を
最
大
限
踏
ま

え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
国
際
性

を
踏
ま
え
る
と
、
単
に
内
向
き
に
な
る
の
で
は
な
く
、
世
界
の
視
野
を

取
り
入
れ
た
議
論
と
そ
れ
に
基
づ
く
戦
略
立
案
が
重
要
と
な
る
。
そ
の

意
味
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
に
関
し
て
は
、
総
合
的
な
ベ

ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
が
重
要
で
あ
り
、
単
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
問
題
に
と
ど

ま
ら
な
い
。
市
場
の
働
き
と
政
府
（
政
策
）
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
、政
府・

民
間
・
専
門
家
・
国
民
全
体
の
間
の
議
論
・
対
応
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
、

そ
し
て
国
内
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
と
資
源
外
交
も
含
め
た
対
外
エ
ネ
ル

ギ
ー
戦
略
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
、
す
べ
て
の
追
求
が
重
要
で
あ
る
。
■




